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授業科目解剖学II
【担当教員名】

鈴木 了、西野幾子、〇山田まりえ

対象学年 ： 
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1科目コード番号

対象学科理学・作業・言語・栄養・社会

]̀一喜【概要及び学習目標】

＜概略＞

発声言語器官である 喉頭・口腔．鼻腔・咽頭について、及び聴覚器官である外耳・中耳・内耳の構造を

中心に講義する。また、言語と聴覚に関する中枢神経系・末梢神経系について講義する。

さらにヒトの発生、特に顔面部・頭頚部の発生について触れる。

＜学習目標＞

解剖学 lで得られた知識の上に、頭頚部に関する解剖学的理解を深め、特に言語と聴覚に関する器官を
理解する。

回数 学習の主題 学 習 内 六合 学習方法

1 発声発語器官 口腔、咽頭、喉頭 講義

2 平衡聴覚器官 外耳、中耳、内耳 II 

3 平衡聴覚器官 外耳、中耳、内耳 II 

4 ヒトの発生 頭頚部・顔面部の発生 II 

5 神経系 末梢神経系 ＂ 
6 神経系 中枢神経系1 ＂ 
7 神経系 中枢神経系2 II 

屈陥訪法】

授業態度と定期試験

園修上の留意点】

【使用図書】

教科書・参考書等 書 名 等 著者名 発行所 • 発行年・価格その他

教科書 入門人体解剖学 藤田恒夫 南江堂 2000年 5000円

参考書

その他

（プリント等）
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